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堀
金
公
民
館
は
2
月
16
日
、
冬
季
の

運
動
不
足
を
解
消
す
る
と
共
に
、
ス
ポ

ー
ツ
を
通
し
て
地
域
住
民
相
互
の
融
和

を
図
る
事
を
目
的
に
、
堀
金
総
合
体
育

館
と
常
念
ド
ー
ム
で
「
堀
金
冬
期
ス
ポ

ー
ツ
大
会
」
を
開
催
し
た
。
9
地
区
公

民
館
対
抗
戦
で
各
地
区
30
人
余
、
３
０

０
人
ほ
ど
の
選
手
が
集
い
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
4
種
目
で
競
い
合
っ
た
。 

　

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
で
行
っ
た
「
ワ
ン

バ
ウ
ン
ド
ふ
ら
ば
～
る
バ
レ
ー
」
は
、

お
に
ぎ
り
型
の
変
形
ボ
ー
ル
（
ふ
ら
ば

～
る
）
を
打
ち
合
う
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
型

の
競
技
で
、
田
多
井
公
民
館
が
優
勝
し

た
。
準
優
勝
の
下
堀
地
区
で
家
庭
婦
人

バ
レ
ー
選
手
の
山
田
泉
さ
ん
は
「
勝
て

な
か
っ
た
け
れ
ど
、
皆
で
力
を
合
わ
せ

て
競
技
で
き
て
楽
し
か
っ
た
」
と
満

足
そ
う
に
語
っ

た
。

　

マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
の
ボ
ー
ル

を
打
っ
て
碁
盤

の
目
に
乗
せ
て

得
点
を
競
う

「
囲
碁
ボ
ー
ル
」

は
サ
ブ
ア
リ
ー

ナ
で
行
い
、
予

選
リ
ー
グ
を
勝
ち
抜
い
た
扇
町
地
区
と

岩
原
地
区
が
対
戦
し
、
岩
原
公
民
館
が

優
勝
し
た
。
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
の
大
会

に
出
場
し
て
い
る
と
い
う
齋
藤
と
し
子

さ
ん
（
岩
原
）
は
「
マ
レ
ッ
ト
よ
り
緊

張
し
た
。
優
勝
で
き
て
良
か
っ
た
」
と

胸
を
な
で
下
ろ
し
て
い
た
。

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

ボ
ー
ル
を
手
で
打

つ
「
ハ
ン
ド
ヒ
ッ

ト
ボ
ー
ル
」
は
、

昔
懐
か
し
い
三
角

ベ
ー
ス
で
、
見
逃

し
ス
ト
ラ
イ
ク
と

フ
ォ
ア
ボ
ー
ル
が

無
い
。
三
振
以
外

は
必
ず
打
っ
て
走
る
競
技
で
、
3
ア
ウ

ト
に
な
ら
な
く
て
も
１
イ
ン
ニ
ン
グ
5

点
で
チ
ェ
ン
ジ
す
る
。
常
念
ド
ー
ム
で

行
っ
た
試
合
は
、
男
女
混
成
チ
ー
ム
で

対
戦
し
、
下
堀
公
民
館
が
優
勝
し
た
。

　

先
端
が
二
股
に
な
っ
た
細
い
棒
で
円

盤
（
デ
ィ
ス
ク
）
を
押
し
出
し
、
ダ
イ

ア
グ
ラ
ム
と
呼
ば
れ
る
得
点
盤
上
に
デ

ィ
ス
ク
を
多
く
留
め
得
点
を
競
う
「
シ

ャ
ッ
フ
ル
ボ
ー
ド
」は
剣
道
場
で
行
い
、

下
堀
公
民
館
と
最
後
ま
で
競
り
合
っ
た

倉
田
公
民
館
が
優
勝
し
た
。

　

全
て
の
競
技
で
各
公
民
館
が
優
勝
を

分
け
合
い
大
盛
況
の
大
会
だ
っ
た
。

部
員
の
人
数

が
減
り
一
人

何
役
も
こ
な

さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状

況
で
あ
る

が
、
各
部
で

創
意
工
夫
し

高
校
生
ら
し

い
演
劇
を
披

露
し
た
。

　

穂
高
商
業

高
校
は
「
想
い
の
花
言
葉
」
と
い
う
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
脚
本
で
臨
み
、
青
春
の
葛

藤
を
う
ま
く
表
現
し
た
。
豊
科
高
校
は

「
楽
し
い
歓
迎
会
」
と
題
し
た
二
人
劇

だ
っ
た
が
、
迫
力
の
あ
る
劇
だ
っ
た
。

昼
食
の
後
の
明
科
高
校「
よ
く
あ
る
話
」

で
は
、
部
員
4
人
全
員
が
１
年
生
で
新

鮮
な
劇
を
披
露
し
た
。
し
ん
が
り
は
、

南
安
曇
農
業
高
校
が
「
推
し
を
語
っ
て

何
が
悪
い
！
」
を
役
者
４
人
で
演
じ
た

に
ぎ
や
か
な
劇
だ
っ
た
。

　

今
年
は
部
員
が
練
習
と
並
行
し
て
広

報
活
動
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、

例
年
に
増
し
て
観
客
が
多
く
、、
部
員

た
ち
も
張
り
合
い
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
公
演
が
終
わ
る
と
い
ち

早
く
見
送
り
に
出
て
、
熱
心
に
観
て
く

だ
さ
っ
た
観
客
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝

え
て
い
た
光
景
か
ら
、
観
客
と
部
員
が

一
体
と
な
り
楽
し
ん
だ
こ
と
が
伝
わ
っ

て
き
た
。

　

高
校
演
劇
が
よ
り
一
層
市
民
に
知
ら

れ
、「
安
曇
野
市
青
春
ド
ラ
マ
シ
ア
タ

ー
」
が
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
く
こ
と

を
願
っ
て
い
る
。

　

豊
科
公
民
館
は
、
2
月
11
日
に
大
ホ

ー
ル
で
「
安
曇
野
市
青
春
ド
ラ
マ
シ
ア

タ
ー
２
０
２
０
」
を
開
催
し
た
。
安
曇

野
市
内
の
高
校
演
劇
部
が
お
互
い
の
劇

を
鑑
賞
し
交
流
す
る
会
で
、
今
年
で
10

年
目
と
な
る
。
昨
年
ま
で
「
安
曇
野
市

高
校
演
劇
合
同
発
表
会
」
と
し
て
9
年

の
歴
史
を
積
み
重
ね
て
き
た
が
、
10
年

の
節
目
を
迎
え
た
こ
と
を
機
に
名
称
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
開
催
す
る
に
至
っ

た
。
各
高
校
演
劇
部
が
自
由
に
の
び
の

び
公
演
で
き
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て

い
る
。

　

高
校
生
が
手
掛
け
る
演
劇
は
、
大
道

具
、
小
道
具
、
演
出
や
衣
装
、
メ
イ
ク
、

照
明
、
音
響
に
い
た
る
ま
で
全
て
自
分

た
ち
の
手
で
行
う
た
め
、
事
前
に
照
明

や
音
響
の

講
習
を
行

っ
た
。
メ

モ
を
と
り

な
が
ら
熱

心
に
学
ぶ

高
校
生
た

ち
の
覚
え

は
早
く
、

本
番
で
は

助
け
を
借

り
る
こ
と

も
な
く
本

格
的
な
照

明
や
音
響

を
使
い
こ

な
し
た
。

豊科高校「楽しい歓迎会」

青
春
ド
ラ
マ
シ
ア
タ
ー

　
　
　
　
　
　

２
０
２
０

堀
金
地
域
９
地
区
公
民
館

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
競
う
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日
頃
、
地

域
の
皆
様
と

の
交
流
を
深

め
、
一
人
一

人
に
寄
り
添

え
る
も
の
を

目
指
し
て
ヨ

ガ
や
フ
ロ
ア

バ
レ
エ
の
指
導
者
を
務
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
機
関
や
施
設
、
公
民
館
な
ど
で
活
動

を
し
て
い
る
。

　

ヨ
ガ
の
講
師
に
な
っ
た
き
っ
か
け

は
、
私
が
趣
味
で
行
っ
て
い
た
ヨ
ガ
を

「
教
え
て
ほ
し
い
」
と
い
う
友
人
か
ら

の
依
頼
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ヨ
ガ

を
始
め
て
20
年
余
り
、
ヨ
ガ
は
教
え
ら

れ
る
も
の
で
は
な
い
が
何
か
伝
え
る
こ

と
は
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
か
つ
て

呼
吸
法
で
パ
ニ
ッ
ク
障
害
を
招
き
、
自

ら
そ
れ
を
克
服
し
た
経
験
か
ら
「
呼
吸

法
の
大
切
さ
を
伝
え
た
い
」
と
の
思
い

も
あ
り
講
師
に
な
る
決
意
を
し
た
。
市

内
の
学
校
の
外
部
講
師
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
教

育
機
関
か
ら
の
依
頼
で
講
演
会
を
行
っ

た
り
し
て
い
る
。
ヨ
ガ
は
奥
深
く
、
真

理
を
伝
え
る
に
は
ま
だ
経
験
が
浅
い
と

感
じ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
学
び
を
深

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
に
「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
バ
ー
・
ア
ス
テ
ィ
エ
協
会
」
の

長
野
県
初
の
講
師
資
格
を
取
得
し
た
。

バ
ー
・
ア
ス
テ
ィ
エ
と
は
、
フ
ロ
ア
バ

レ
エ
と
呼
ば
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
一
つ
で

あ
る
。
ダ
ン
ス
経
験
が
元
々
あ
っ
た

私
が
、
あ
る
時
ク

ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ

で
膝
を
け
が
し
た

時
に
、
床
に
座
っ

た
り
寝
た
り
し
て

誰
で
も
行
え
る
バ

ー
・
ア
ス
テ
ィ
エ

に
出
会
っ
た
こ
と

が
始
め
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
。
フ

ロ
ア
・
バ
レ
エ
は

解
剖
学
的
に
も
優
れ
た
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

で
、
高
齢
者
の
方
で
も
無
理
な
く
で
き

る
と
こ
ろ
が
素
晴
ら
し
い
と
思
う
。

　

平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
か
ら
穂
高

公
民
館
の
依
頼
で
「
フ
ロ
ア
・
バ
レ
エ

教
室
」
の
講
師
を
務
め
て
い
る
。
こ
の

教
室
が
き
っ
か
け
で
、
自
主
的
な
サ
ー

ク
ル
が
結
成
さ
れ
、
は
や
3
年
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
る
。
皆
さ
ん
は
積
極
的

に
健
康
で
い
た
い
と
い
う
意
欲
が
あ

り
、
講
師
の
私
も
刺
激
さ
れ
る
こ
と
も

多
く
、
生
徒
さ
ん
の
情
熱
に
突
き
動
か

さ
れ
て
い
る
毎
日
で
あ
る
。
皆
さ
ん
の

笑
顔
が
私
の
幸
せ
に
つ
な
が
り
、
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
運
動
が
不
可
欠

で
あ
る
。
楽
し
く

動
い
て
毎
日
に
活

力
を
持
ち
、
い
つ

ま
で
も
健
康
で
い

ら
れ
る
よ
う
、
こ

れ
か
ら
も
、
さ
ま

ざ
ま
な
場
所
で
皆

さ
ん
の
何
か
の
役

に
立
ち
た
い
と
私

は
願
っ
て
い
る
。

　

堀
金
小
学
校
西
方
を
１
０
０
㍍
ほ
ど

進
ん
だ
南
方
奥
の
堀
金
三
田
・
田
尻
地

区
に
「
田
尻
不
動
尊
堂
」
が
あ
る
。
現

在
の
不
動
尊
堂
は
昭
和
5（
１
９
３
０
）

年
、
同
地
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
「
大

日
大
聖
不
動
明
王
」
を
本
尊
に
矜こ

ん
が
ら

羯
羅

童
子
、
制せ

い
た
か

吒
迦
童
子
の
２
童
子
を
従
え

祀
ら
れ
て
い
る
。

　

不
動
尊
は
背
後
に
火か

え
ん
こ
う

焔
光
を
背
負
い

常
に
火
が
燃
え
る
よ
う
な
火か

し
ょ
う生
三ざ

ん
ま
い昧
の

境
地
に
い
て
、
そ
の
力
に
よ
り
心
の
内

外
す
べ
て
の
障
害
と
汚
れ
を
焼
き
尽
く

し
、
あ
ら
ゆ
る
悪
魔
を
打
ち
砕
き
、
修

行
者
を
守
り
修
行
成
仏
を
完
成
さ
せ
る

と
い
わ
れ
る
。
本
来
、
怒
り
の
姿
を
示

し
て
悪
魔
を
追
い
払
う
仏
の
使
命
を
受

け
、
明
王
の
代
表
で
あ
る
と
い
わ
れ
、

田
尻
の
不
動
尊
も
眼
を
怒
ら
し
両
牙
を

噛
み
合
わ
せ
、
右
手
に
は
煩
悩
と
悪
魔

を
打
ち
砕
く
と
い
う
剣
を
持
ち
、
左
手

に
は
、
い
か
な
る
人
も
捕
ら
え
て
そ
の

傍
に
引
き
寄
せ
る
自
在
の
方
便
を
示
す

と
い
わ
れ
る
羂け

ん
さ
く索
を
持
っ
て
い
る
。
１

㍍
87
㌢
の
木
造
寄
木
彫
刻
で
、
赤
い
ガ

ラ
ス
質
の
両
眼
か
ら
別
名「
目
赤
不
動
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

不
動
尊
堂
の
前
身
は
、
同
地
区
在

住
の
浅
野
正
一
郎
さ
ん
（
浅
野
家
18

代
当
主
）
の
家
系
の
祖
に
遡
る
浅
野

家
の
修し

ゅ
げ
ん
ど
う

験
道
寺
院
「
正
福
院
」
で
あ

る
。
同
家
の
古
文
書
に
よ
る
と
、
慶
長

3
（
１
５
９
８
）
年
、
浅
野
家
ゆ
か
り

の
諏
訪
部
家
、
頼
勝
（
修
験
者
・
勝

覚
）
の
代
に
醍
醐
寺
三
宝
院
か
ら
「
大

学
院
」
の
称
号
を
下
賜
さ
れ
、
不
動

尊
像
を
寄
進
さ
れ
て
い
る
。「
大
学
院
」

は
、
浅
野
家
3
代
円
海
の
享
保
年
間

（
１
７
１
６
～
１
７
３
５
）に「
正
福
院
」

に
改
名
さ
れ
た
。

　

天
明
元
（
１
７
８
１
）
年
、
地
域

の
隆
盛
状
況
に
よ
る
移
転
、文
政
5

（
１
８
２
２
）年
の
土
地
売
却
、明
治
2

（
１
８
６
９
）年
に
庫
裡
売
却
と
、
財

政
事
情
や
明
治
初
期
の
廃
仏
毀
釈
の

嵐
の
中
、
不
動
明
王
像
は
明
治
８

（
１
８
７
５
）
年
に
は
浅
野
家
に
安
置

さ
れ
て
い
た
。
時
の
当
主
14
代
正
人
は

不
動
堂
を
建
立
し
、
不
動
尊
を
遷
座

し
て
田
尻
区
に
奉
納
し
た
。
昭
和
3

（
１
９
２
８
）
年
、
火
災
に
よ
り
不
動

堂
は
焼
失
し
た

が
本
尊
は
救
出

さ
れ
、
田
尻
集

会
所
に
仮
安
置

さ
れ
て
い
た
。

浅
野
家
16
代
当

主
琢
郎
や
不
動

総
代
の
尽
力
に

よ
り
不
動
尊
堂

は
再
建
さ
れ
現

在
に
至
る
。

古
き
を
尋
ね
て

私
は
一
生
懸
命

�大日大聖不動明王
（堀金・市有形文化財）

山之内里冴さん（穂高）
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地
区
公
民
館
だ
よ
り

踏
入
地
区
公
民
館（
豊
科
）

1
～
2
作
品
を

作
っ
て
い
る
。

出
来
上
が
っ
た

作
品
は
明
科
地

域
文
化
祭
で
発

表
し
て
い
る
の

で
、
ご
覧
に
な

ら
れ
た
方
も
多

い
だ
ろ
う
。

会
員
も
70
～

80
代
と
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
が
、
彫
刻
刀
を
使
っ
た

細
か
い
作
業
や
微
妙
な
色
の
変
化
を
筆

先
1
本
で
表
現
す
る
事
は
、
脳
の
活
性

化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

ま
た
、
女
性
が
多
い
の
で
、
活
動
終
了

後
持
ち
寄
っ
た
漬
物
な
ど
で
30
分
く
ら

い
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
を

し
て
親
睦
を
深
め
て
い
る
。
そ
し
て
、

年
に
１
回
、
暮
れ
あ
た
り
に
忘
年
会
を

兼
ね
た
昼
食
会
を
開
い
て
い
る
。

同
ク
ラ
ブ
は
、
若
干
名
仲
間
を
募
集

し
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
先

代
表　

熊
井
秀
夫

０
８
０
・
１
０
７
８
・
３
０
２
１

　

踏
入
地
区
は
２
２
５
世
帯
、
人
口
６

１
１
人
の
地
区
で
あ
り
、
踏
入
地
区
公

民
館
は
踏
入
地
区
の
東
部
に
位
置
し
、

近
く
に
豊
科
北
小
学
校
、
南
穂
高
児
童

館
が
あ
る
。

　

令
和
元
年
度
の
公
民
館
事
業
は
、
6

月
16
日
の
地
区
公
民
館
対
抗
球
技
大
会

か
ら
始
ま
っ
た
。
雨
天
の
た
め
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
は
中
止
と
な
っ
た
が
、
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
に
は
Ａ
・
Ｂ
2
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝
し
た
。

　

7
月
27
日
の
あ
づ
み
野
祭
り
で
は
、

こ
ど
も
会
育
成
会
と
公
民
館
役
員
で
山

車
を
製
作
し
た
。「
踏
入
花
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
９
」
を
テ
ー
マ
に
、
子
ど
も
た

ち
が
作
成
し
た
絵
と
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
で
飾
り
つ
け
し
出
来
栄
え
は
上
々
だ

っ
た
が
、
途
中
か
ら
大
雨
で
中
止
と
な

っ
た
。

　

8
月
の
最
初
の
土
曜
日
は
、
踏
入
区

拡
大
夏
祭
り
が
行
わ
れ
た
。
踏
入
区
、

公
民
館
、
子
ど
も

会
育
成
会
、
地
区

社
協
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
共

催
の
大
行
事
で
あ

る
。
今
年
度
は
、

綿
あ
め
機
と
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
機
を
購

入
し
、
小
学
校
低

学
年
や
未
就
学
児

の
皆
さ
ん
を
始
め

大
勢
の
方
が
楽
し

め
る
よ
う
に
と
考

え
ら
れ
た
。
当
日
は
と
て
も
暑
く
、
熱

中
症
に
配
慮
し
な
が
ら
、
バ
ー
べ
キ
ュ

ー
、
綿
あ
め
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
か
き

氷
、
す
い
か
割
り
、
ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど

た
く
さ
ん
の
催
し
が
行
わ
れ
た
。
大
勢

の
人
が
集
ま
り
好
評
で
楽
し
い
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

9
月
16
日
に
は
敬
老
会
を
開
催
し

た
。
第
１
部
は
、
小
学
生
と
の
交
流
会

を
行
い
、
肩
た
た
き
を
し
た
り
歌
を
歌

っ
た
り
、
け
ん
玉

ゲ
ー
ム
な
ど
で
楽

し
ん
だ
り
し
た
。

第
2
部
は
、
祝
宴

会
で
大
正
琴
の
演

奏
を
楽
し
ん
で
頂

い
た
。
参
加
者
同

士
の
交
流
や
子
ど

も
た
ち
と
の
ふ
れ

あ
い
を
通
し
て
、

な
ご
や
か
な
敬
老

会
と
な
っ
た
。

　

１
月
11
日
は
三
九
郎
を
行
っ
た
。
午

前
中
に
子
ど
も
会
育
成
会
と
公
民
館
役

員
で
門
松
を
集
め
、
や
ぐ
ら
の
組
み
立

て
を
行
い
、
午
後
、
子
ど
も
た
ち
が
各

自
で
作
っ
た
ま
ゆ
玉
を
持
ち
寄
り
、
点

火
後
無
病
息
災
を
祈
念
し
ま
ゆ
玉
や
餅

な
ど
を
焼
い
て
お
い
し
く
食
べ
た
。

　

2
月
9
日
に
地
区
公
民
館
対
抗
球
技

大
会
が
行
わ
れ
、
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
ふ
ら

ば
～
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
2
チ
ー
ム
が

出
場
し
大
健
闘
し
た
が
惜
敗
し
た
。

　

踏
入
地
区
公
民
館
長
の
小
穴
章
雄
さ

ん
は
「
一
年
間
の
こ
れ
ら
の
行
事
を
通

し
て
、
参
加
者
の
絆
が
深
ま
っ
た
と
感

じ
た
」
と
話
し
た
。

明
科
木
彫
ク
ラ
ブ
は
、、
旧
明
科
町

時
代
に
公
民
館
で
開
か
れ
た
木
彫
講
座

を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た
。
講
座
は
約

1
年
間
続
き
、
講
座
終
了
後
、
希
望
し

た
18
人
が
ク
ラ
ブ
を
結
成
し
、
現
在
ま

で
続
い
て
い
る
。
現
在
の
会
員
数
は
13

人
で
、
新
旧
入
れ
替
わ
り
は
あ
る
も
の

の
7
、
8
人
は
講
座
開
始
か
ら
元
気
に

活
動
し
て
い
る
。

木
彫
講
座
の
講
師
を
務
め
て
い
た

「
木
彫
ク
ラ
フ
ト
も
く
げ
ん
」
の
松
田

富
行
さ
ん
に
は
、
ク
ラ
ブ
と
な
っ
た
現

在
も
指
導
を
受
け
て
い
る
。

ク
ラ
ブ
は
基
本
毎
月
第
１
、
第
3

水
曜
日
の
2
回
で
明
科
公
民
館
の
創
作

室
を
会
場
に
開
い
て
い
る
。
時
間
は
3

時
間
程
度
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
合
に
合

わ
せ
て
集
ま
り
、
作
品
の
創
作
活
動
に

取
り
掛
か
る
。
作
品
は
小
さ
な
置
物
か

ら
山
や
花
の
レ
リ
ー
フ
の
よ
う
な
大

き
な
も
の
ま
で

さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
。
お
の
お
の

が
好
き
な
図
案

を
選
ん
で
彫
り

上
げ
、
最
後
に

色
を
塗
っ
て
仕

上
げ
る
。
選
ぶ

絵
の
具
や
色
の

重
ね
方
を
工
夫

し
て
、
１
年
に

グ
ル
ー
プ
紹
介

明
科
木
彫
ク
ラ
ブ（
明
科
）

花：ユキノシタ
絵：加々美　豊
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堀
金
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
は
、
1

月
26
日
に
堀
金
公
民
館
と
共
催
で
綱
引

選
手
権
大
会
を
堀
金
総
合
体
育
館
で
開

い
た
。
8
人
１
組
が
引
き
合
う
綱
引
き

に
は
、
14
組
が
参
加
し
た
。

　
ロ
ー
プ
バ
ラ
ン
ス
く
ず
し
は
、3
・
5
ｍ

離
れ
た
高
さ
60
㎝
の
跳
び
箱
の
上
で
向

か
い
合
い
立
っ
た
2
人
が
、
綱
を
引
き

合
い
相
手
を
跳
び
箱
か
ら
落
と
す
勝
負

で
、
11
組
が
参
加
し
た
。

　

公
開
競
技
の
3
方
引
き

綱
引
き
は
、
4
人
１
組
の

3
組
が
3
方
向
へ
引
き
合

う
競
技
で
「
堀
金
少
年
卓

球
ク
ラ
ブ
」
の
泉
愛
浬
さ

ん
（
中
１
）
は
「
斜
め
に

引
っ
張
ら
れ
て
ち
ょ
っ
と

怖
か
っ
た
け
れ
ど
楽
し
か

っ
た
」と
笑
顔
で
話
し
た
。

合
い
も
華
や
か
で

食
欲
を
そ
そ
ら
れ

た
。

　

参
加
者
は
、
夢

中
に
な
っ
て
調
理

を
行
い
、
慣
れ
る

に
従
っ
て
教
え
合

い
な
が
ら
手
際
よ

く
仕
上
げ
て
い
っ

た
。「
皆
で
和
気
あ
い
あ
い
と
で
き
た
」

「
わ
か
り
や
す
く
身
近
な
料
理
で
よ
か

っ
た
」
な
ど
満
足
感
あ
ふ
れ
る
声
を
聞

く
教
室
と
な
っ
た
。

　

豊
科
公
民
館
は
、
2
月
9
日
に
地
区

公
民
館
対
抗
球
技
大
会
「
ワ
ン
バ
ウ
ン

ド
ふ
ら
ば
～
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」
を
豊

科
北
中
学
校
体
育
館
、
豊
科
勤
労
者
総

合
ス
ポ
ー
ツ
施
設
体
育
館
の
2
会
場
で

開
催
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
で
、体
育
館
は
底
冷
え
し

た
が
、寒
さ
に
負
け
ず
22
地
区
公
民
館

か
ら
総
勢
３
５
６
人
が
参
加
し
て
競
技

し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
熱
戦
が
展
開

さ
れ
、会
場
内
は

笑
い
声
や
声
援
に

包
ま
れ
、大
い
に

盛
り
上
が
っ
た
。

　

北
中
会
場
は
、

光
地
区
、
勤
ス
ポ

会
場
は
、
田
沢
地

区
が
そ
れ
ぞ
れ

優
勝
し
た
。

高
齢
者
ま
で
ど
の
年
代
の
人
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
脂
肪
を
燃
や
し
て
ス
ト
レ

ス
を
発
散
し
ま
せ
ん
か
？
」
と
の
呼
び

か
け
に
、
40
代
か
ら
70
代
の
女
性
22
人

と
70
代
男
性
１
人
が
参
加
し
「
初
め
て

の
体
験
で
楽
し
く
ス
ト
レ
ス
発
散
に

な
っ
た
」「
運
動
不
足
に
な
り
が
ち
な

こ
の
時
期
と
て
も
楽
し
く
身
体
を
動
か

す
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ

っ
た
。

　

講
師
の
小
林
さ
ん
か
ら
パ
ワ
ー
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
ス
ト
レ
ス
発
散
・
運

動
不
足
解
消
に
つ
な
が
る
講
座
と
な

っ
た
。

　

三
郷
公
民
館
は
、
2
月
13
日
に
令
和

元
年
度
2
回
目
と
な
る
料
理
教
室
を
開

催
し
た
。
参
加
者
は
23
人
で
、
50
代
か

ら
80
代
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層
か
ら
の

参
加
が
あ
っ
た
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
「
飾
り
寿
司
（
黒
豆

チ
ラ
シ
・
四
海
巻
き
・
桃
の
花
寿
司
）」

「
グ
ラ
タ
ン（
簡
単
で
野
菜
た
っ
ぷ
り
）」

「
十
二
単ひ

と
え
菱
餅
」「
ハ
マ
グ
リ
の
お
吸
い

物
」
で
、
桃
の
節
句
に
ふ
さ
わ
し
く
色

　

穂
高
公
民
館
は
、
2
月
に
健
康
運
動

指
導
士
の
小
林
美

穂
さ
ん
を
講
師
に

全
4
回
シ
リ
ー
ズ

で
「
初
め
て
の
人

の
た
め
の
格
闘
技

風
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

と
ス
ト
レ
ッ
チ
教

室
」を
開
催
し
た
。

　
「
若
い
人
か
ら

　

安
曇
野
リ
バ
ー
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
ク
ラ

ブ
は
、
２
月
23
日
に
明
科
公
民
館
共
催

で
近
畿
大
学
総
務
部
長
の
世
耕
石
弘
さ

ん
の
講
演
会
を
開
催
し
た
。
世
耕
さ
ん

は
、
前
川
で
開
か
れ
る
各
種
カ
ヌ
ー
の

大
会
に
20
年
近
く
選
手
と
し
て
出
場
さ

れ
て
い
る
。

　

近
畿
大
学
は
、
受
験
人
口
が
減
っ
て

い
く
中
、
生
き
残
り
を
か
け
て
独
創
的

な
研
究
に
挑
戦
し
続
け
た
。
大
学
の
名

前
を
一
躍
有
名
に
し
た
の
が
、
ク
ロ
マ

グ
ロ
の
完
全
養
殖
で
あ
る
。
研
究
成
果

を
学
術
分
野
に
終
わ
ら
せ
ず
、
革
新
的

な
取
り
組
み
と
し
て
大
学
の
知
名
度
ア

ッ
プ
に
つ
な
げ
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
出
願

や
独
創
的
な
広
告
、
話
題
性
に
富
ん
だ

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
の
相
乗
効
果
で
、

つ
い
に
私
大
入
試
の
志
願
者
数
１
位
を

獲
得
し
た
。

　

時
代
の
変
化

に
対
応
し
、
常

に
改
革
に
挑
戦

し
続
け
る
姿
勢

は
、
ま
ち
づ
く

り
の
参
考
と
な

る
も
の
で
あ

る
。

　

冬
の
寒
さ
に
耐
え
、
躍
る

陽
光
の
春
を
迎
え
た
と
い
う

の
に
、
こ
の
重
苦
し
い
空
気

は
ど
う
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
一
日
も

早
く
平
穏
な
日
々
が
戻
る
こ
と
を
祈
り

た
い
。　
　
　
　
　
　
　
（
Ｋ･

Ｙ
）

綱
引
き
選
手
権
大
会

料
理
教
室

　
　
「
桃
の
節
句
料
理
」

健
康
づ
く
り
講
座

「
格
闘
技
風
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

と
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
」

地
区
公
民
館
対
抗
球
技
大
会

「
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド

　

ふ
ら
ば
～
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」

固
定
概
念
を
ぶ
っ
壊
す

～
知
と
汗
と
涙
の
近
大
流

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
～

欅


